
JP160  泡瀬干潟（あわせひがた） 

沖縄県：沖縄市、北中城村 

位置 N 26°18′ E 127°50′ 

面積 550ha 

 

環境構成【干潟／浅海域】 

泡瀬干潟 265ha、比屋根干潟 2ha 

沖縄本島中部中城湾北部に位置する干潟を含む

浅海域で、泥、砂、サンゴ礫の底質からなる干潟・

浅瀬から、海草藻場、ガラモ場、サンゴ礁へと連

なる多様な環境があり、それぞれの環境に適応し

て、シギ・チドリなどの渡り鳥、貝類やカニなど

の底生生物や魚類など多様な生物が生息してい

る。112haの藻場には、リュウキュウアマモなど

レッドデータブックに記載されている８種の海

草を含む海草藻場、絶滅危惧種のクビレミドロ

（藻類）およびトカゲハゼ（魚類）、新種の貝類

が生息するなど貴重な自然環境が残されている。 

現在、国（沖縄総合事務局）および沖縄県により、中城湾港（泡瀬地区）公有水

面埋立事業が進められており、多くの生物と貴重な生態系が失われる危機にある。 

 

選定理由 

A4i ムナグロ・キョウジョシギ 

 

保護指定 

法的な担保がない、もしくはわずか（10パーセント未満）である 

 

保全への脅威 

危機的状況にある。 

・中城湾港（泡瀬地区）公有水面埋立事業（国の事業） 

・埋立による干潟浅海域の直接的な消失および周辺海域の環境劣化 

・仮設橋工事開始（04 年月 5 日）、浚渫工事開始（06 年１月） 

・航路浚渫土砂の投入を開始（09 年 1 月） 

・沖縄担当相、一期工事中断二期工事中止を表明（09 年 9 月） 

写真提供：高井健慈 



・福岡高裁にて、工事差し止め判決（09 年 10 月） 

・沖縄担当相省、一期工事再開を承認。 

・干潟の埋立工事が進んでおり、浚渫土砂がどんどん流し込まれている。すでに鳥類の飛来

に影響がでているが、造成が終わり人の利用が始まればさらなる影響が懸念される。 

・シギ・チドリ類が多く集結していた干潟エリアに埋立地への侵入道路が予定されており、

その調査などで足場がくまれ、シギ・チドリ類が集まらなくなった。 

・干潟上空を毎日オスプレイが飛行している。（ミサゴがいやがっている可能性がある。パ

ラグライダーが近づいて鳥が驚かされることもある。） 

・干潟の埋立で、生き物が多いことが認知されたことは良かったが、タコ捕りや潮干狩りの

レジャーの人が増えた。犬を干潟に放す者もおり、鳥が何度も飛ばされることもある。特

にウデナガカクレダコ捕りは乱獲が行き過ぎている。生態系バランスに影響がでるかも

しれない。 

・泡瀬干潟はアーサ（ヒトエグサ）の産地でも知られているが、養殖も盛んに行われている。

海苔ひびのように棒を何列もさしてロープを張る。養殖面積も次第に拡大しており干潟

のオープンスペースが減ってきている。また、砂の堆積にも影響がでている可能性がある。

公有の海が私有化され市民が利用しづらくなっている。 

 

鳥類の個体数、生息環境の現状 

・IBA サイトにおける重要な鳥類（IBA 選定基準種）の個体数の変化 

減っている 

・IBA 基準種の個体数のカウント調査実施の有無：有 

＜調査データの入手方法＞ 

内閣府沖縄総合事務局（各年度の環境監視調査結果は web で公開されている。）  

沖縄野鳥の会                                

・IBA 選定基準種の個体数に影響するような、IBA サイト内の重要な生息環境の変化： 

変化がある 

詳細、具体例等： ムナグロの越冬数が最大時の３割に減少した。キョウジョシギも減

少傾向にある。また、IBA 選定基準種には選ばれていないがクロツラヘラサギは 2009

年以降毎年越冬しており、4～15 羽飛来している。これは繁殖地での保全活動の成果に

よりクロツラヘラサギの個体数が増加したためと思われる。    

・IBA 選定基準種の生息環境： 

悪い（40～70％が最適の状態） 

・IBA エリアの保全管理計画の有無：無 

 

泡瀬干潟の埋立や埋立事業に伴う航路浚渫の進捗に伴い、鳥類の生息状況に影響がで

ている。最も大きな影響として、コアジサシの自然繁殖地であった沖合いの砂洲が、



航路浚渫の影響で砂が大きく移動し、満潮時に水没するようになってしまった。自然

繁殖地を失ったコアジサシは現在工事中の埋立地を利用して繁殖を行っているが、事

業者は砂洲が水没したことを自然現象とし工事の影響を認めていない。また、コアジ

サシの保全策も示されていない。このまま放置すれば、沖縄県内のコアジサシの個体

数に大きな影響がでることが推測される。                                         

また、シギ･チドリ類の個体数も減少している。特にムナグロで顕著で越冬数は最大時 

の３割以下に減少した。事業者の行っている保全策はモニタリングと、どのような結果 

に対しても自然現象または広域的な傾向として工事の影響を認めないため、具体的な対 

策が全く検討されていない。                   

 

保全活動 

・環境管理：実施者（桑江直哉講演会事務所） 

内容：ビーチクリーン 

・環境教育活動：実施者（泡瀬干潟を守る連絡会、ウミエラ館、沖縄野鳥の会 ） 

内容：干潟の生物観察会、講演活動、探鳥会 

・モニタリング調査：実施者（泡瀬干潟を守る連絡会、沖縄野鳥の会、日本自然保護

協会、内閣府沖縄総合事務局） 

内容：サンゴ生息調査、海草生息調査、貝類生息調査（泡瀬干潟を守る連絡会） 

鳥類調査（沖縄野鳥の会） 

サンゴ生息調査、海草生息調査（日本自然保護協会） 

埋立事業に伴う環境監視調査（内閣府沖縄総合事務局） 

・経済活動を通じた保全（エコツーリズム等）：実施者（ウミエラ館） 

内容：各種イベント、干潟の生き物観察会、講演会 

・その他： 

保全要請、反対声明（日本野鳥の会、日本自然保護協会、WWF ジャパン、ラムサールネ

ットワークジャパンほか） 

調査要請書・公開質問状などの提出、抗議集会などの開催、署名活動、自然の権利訴訟、 

自住民監査請求（泡瀬干潟を守る連絡会） 

 

IBA サイトの保全に関係する、地域のグループ 

・泡瀬干潟を守る連絡会 

・ウミエラ館 

・沖縄野鳥の会 

 

見られる鳥 

南西諸島最大級の干潟。泡瀬干潟では、これまでに約 200 種の鳥類（2017 年 5 月）が記録



されており、シギ・チドリ類の貴重な中継・越冬地となっている。特に、ムナグロについて

は、国内最大の越冬地として 2011 年 2 月に 1,468 羽が記録されている。 

留鳥 

キジバト、ズアカアオバト、リュウキュウヨシゴイ、ゴイサギ、コサギ、クロサギ、ヒクイ

ナ、バン、シロチドリ、カワセミ、コゲラ、サンショウクイ、ハシブトガラス、シジュウカラ、

リュウキュウツバメ、シロガシラ、ヒヨドリ、ウグイス、メジロ、セッカ、イソヒヨドリ、スズ

メ 

夏鳥 コアジサシ、ベニアジサシ、エリグロアジサシ、サンコウチョウ 

冬鳥 

ヒドリガモ、カルガモ、ハシビロガモ、オナガガモ、コガモ、カイツブリ、カワウ、ササゴ

イ、アオサギ、ダイサギ、チュウサギ、クロツラヘラサギ、オオバン、ムナグロ、ダイゼ

ン、コチドリ、シロチドリ、メダイチドリ、オオメダイチドリ、タシギ、チュウシャクシギ、ダ

イシャクシギ、ホウロクシギ、アカアシシギ、アオアシシギ、キアシシギ、イソシギ、キョ

ウジョシギ、ミユビシギ、トウネン、ヒバリシギ、ハマシギ、ユリカモメ、ズグロカモメ、ミ

サゴ、サシバ、チョウゲンボウ、ハヤブサ、シロハラ、アカハラ、ツグミ、ノゴマ、キセキ

レイ、ハクセキレイ、マミジロタヒバリ、ムネアカタヒバリ、アオジ 

旅鳥 

アマサギ、セイタカシギ、オグロシギ、ツルシギ、タカブシギ、ソリハシシギ、オバシギ、

コオバシギ、ウズラシギ、サルハマシギ、オニアジサシ、クロハラアジサシ、オオヨシキ

リ、コムクドリ、カラムクドリ、ツメナガセキレイ 

迷鳥 
ミヤコドリ、カラフトアオアシシギ、コキアシシギ、メリケンキアシシギ、ヘラシギ、ワシカ

モメ、オオアジサシ、オジロワシ、オウチュウ、バライロムクドリ、キガシラセキレイ 

 

関連団体・自治体・施設等 

・泡瀬干潟を守る連絡会  

 



 


